
（様式１）

 ※の欄は記入不要                                                             

大学・短大名 学部・学科 科目No.
授業科目名/

講座名
開講学期 担当教員名

開講
曜日

受入
人数

会場 公開授業等の形態 受講料 対象者
高校への案内
有無（予定）

東北学院大学 法学部法律学科 65 刑法総論Ⅱ 後期 宮川　基 9/25 ～ 1/29 （　後期　） 月 16:45 ～ 18:15 10
土樋キャンパス
601教室

①対面のみ 無料 大／高 ×

法学部法律学科 66 労働法Ⅱ 後期 阿部　未央 9/25 ～ 1/29 （　後期　） 月 16:45 ～ 18:15 若干名
土樋キャンパス
H201教室

①対面のみ 無料 大／高 ×

法学部法律学科 67 憲法Ⅱ 後期 松原　俊介 9/19 ～ 1/16 （　後期　） 火 16:45 ～ 18:15 若干名
土樋キャンパス
601教室

①対面のみ 無料 大／高 ×

法学部法律学科 68 刑事訴訟法nⅡ 後期 冨田　真 9/20 ～ 1/17 （　後期　） 水 16:45 ～ 18:15 若干名
土樋キャンパス
H201教室

①対面のみ 無料 大／高 ×

法学部法律学科 69 民法総則Ⅰ 後期 羽田　さゆり 9/22 ～ 1/26 （　後期　） 金 16:45 ～ 18:15 若干名
土樋キャンパス
601教室

①対面のみ 無料 大／高 ×

法学部法律学科 70 家族法Ⅱ 後期 遠藤　隆幸 9/22 ～ 1/26 （　後期　） 金 16:45 ～ 18:15 若干名
土樋キャンパス
701教室

①対面のみ 無料 大／高 ×

法学部法律学科 71 法哲学Ⅱ 後期 陶久　利彦 9/22 ～ 1/26 （　後期　） 金 16:45 ～ 18:15
制限な

し
土樋キャンパス
632教室

①対面のみ 無料 大／高 ×

情報学部
データサイエンス学科

72 探究のウラにある科学的思考
前期
（集中）

牧野悌也、
村上弘志、
土原和子、
菅原研

7/1 ～ 7/22 （　毎週土曜　） 土 14:00 ～ 15:30 20
五橋キャンパス
未来の扉セン
ター（予定）

③対面・オンライン
どちらでも可

無料 一般/大/高 ×

情報学部
データサイエンス学科

73 自然の科学 後期 村上弘志 9/19 ～ 1/16 （　後期　） 火 18:25 ～ 19:55 若干名 オンデマンド ②オンラインのみ 無料 一般/大/高 ×

令和５年度公開授業・公開講座科目一覧

開講時間/
開催時間

開講期間/
開催日



  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 65

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科 法学部・法律学科

授業科目名/講座名 刑法総論Ⅱ 担当教員名 宮川基

開講期間/開催日 9/25～1/29 開講曜日・時間 月16：45～18：15

受入人数 10 会場 土樋キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

①正当防衛・被害者の同意・責任阻却事由・共犯・罪数に関して基本的な知識を説明できる。
②正当防衛・責任阻却事由・共犯・罪数に関する基本的な事例に関して，判例をもとに，結論を説明でき
る。

第1回：過剰防衛　第2回：被害者の同意　第3回：責任の本質
第4回：責任能力　第5回：違法性の意識の可能性　第6回：未遂犯
第7回：中止犯　　第8回：正犯と共犯　第9回：共謀共同正犯
第10回：共犯の処罰根拠と従属性　　第11回：共犯の諸問題１：共犯と錯誤　第12回：共犯の諸問題２：共
犯と身分
第13回：罪数　第14回：刑法の事例問題の解き方　第15回：第1回～第14回の講義内容の補足

 自作の講義レジュメ

ノート型パソコンまたはタブレット型端末をご持参下さい。

刑法の一端に触れて，刑法に関心を持って頂けるように講義します。



  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 66

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科 法学部法律学科

授業科目名 労働法Ⅱ 担当教員名 阿部未央

開講期間 後期 開講曜日・時間 月・16:45 ～ 18:15

受入人数 若干名 会場 土樋キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

対面のみ（予定）

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

第１回	ガイダンス、労働者の人権保障 ―労働憲章
第２回	労働者の人権保障 ―雇用平等
第３回	労働者の人権保障 ―ハラスメント、内部告発
第４回	基本的労働条件 ―賃金
第５回	基本的労働条件 ―労働時間1
第６回	基本的労働条件 ―労働時間2
第７回	基本的労働条件 ―休暇・休業、WLB
第８回	労働者の安全、健康の確保
第９回	非正規雇用 ―有期、パート1
第10回　非正規雇用 ―有期・パート2
第11回　非正規雇用 ―派遣
第12回　労働組合、団体交渉
第13回　労働協約
第14回　争議行為、不当労働行為、労働紛争の処理
第15回　第1回から第14回までのまとめと試験

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

レジメを配付。

特になし

感染状況によっては動画配信の場合もありうる

　労働法とは、会社（使用者）と働く人（労働者）の間の労働をめぐる関係を取り扱う法である。たとえば、
パワハラと厳しい指導ではどこが違うのか？ 店舗で1人勤務のときは休けい時間がもらえないのか？
具体的な設問や関連する判例などを参照しながら、労働法の発想、理念および基本的な枠組みを解説
する。



  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 67

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科 法学部法律学科

授業科目名/講座名 憲法Ⅱ 担当教員名 松原俊介

開講期間/開催日 後期 開講曜日・時間 火・16:45～18:15

受入人数 若干名 会場 土樋キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

第１回　ガイダンス／選挙制度と政党①　選挙制度
第2回　選挙制度と政党②　政党
第３回　国会の地位・組織①　国会の地位
第４回　国家の地位・組織②　国会の組織
第５回　国会の活動・権限①　国会の活動と権限
第６回　国会の活動・権限②　議院の権限、国会議員の地位
第７回　内閣①　内閣の組織
第８回　内閣②　内閣・内閣総理大臣の権限
第９回　議員内閣制①　議会と政府との関係
第10回　議員内閣制②　内閣の国会に対する「責任」
第11回　裁判所①　裁判所の組織・権能
第12回　裁判所②　司法権の独立と裁判の公開
第13回　司法権の観念と限界①　司法権の観念
第14回　司法権の観念と限界②　司法権の限界
第15回　第１回から第１４回までのまとめのテスト

新井誠・曽我部真裕・佐々木くみ・横大道聡著『憲法Ⅰ 総論・統治 第2版』（日本評論社、2021年、
9784535806887）

特になし。

本講義の学習は、政治の仕組みを学ぶことということができ、皆さんが実際の政治を考える上で必要な
基本的知識をその内容としています。普段からニュースに触れて、実際の国会や内閣、裁判の動きにぜ
ひ関心を持つようにしてください。そうすると、本講義で学ぶ内容が生き生きとした意味を持ち、より興味
を持つことができるようになるでしょう。

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

日本国憲法の基本原理に基づいて構築される国会・内閣・裁判所・地方公共団体の組織・権限・相互関
係について説明する。



（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 68

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科 法学部法律学科

授業科目名/講座名 刑事訴訟法Ⅱ 担当教員名 冨田　真

開講期間/開催日 後期 開講曜日・時間 水・16：45～18：15

受入人数 若干名 会場 土樋キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつけ
る）

①対面のみ

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

証拠法なども捜査手続と関連しますので、捜査に関する説明も行います。

教科書は特に指定しませんが、参考文献などを紹介します。なお毎回レジュメを配信します。

1.授業の概要、勉強の仕方など　２．公判の基本原則、証拠開示　３．訴因の特定と変更（１）　４．訴因の
特定と変更（２）　５．証拠法の基礎　６．排除法則（１）　７．排除法則（２）毒樹の果実など　８．自白法則
９．伝聞法則（１）　伝聞の意義など　１０．伝聞法則（２）捜査機関の調書など　１１．伝聞法則（３）伝聞証
拠への同意など　１２．公判の裁判と択一的認定　１３．上訴制度　１４．裁判員裁判など　１５．全体のま
とめ

1.刑事手続全体の構成と原理を理解することが出来るようになる。2.刑事手続の目的を洞察し、誤判の
問題を理解することが出来るようになる。



  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 69

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科 法学部法律学科

授業科目名/講座名 民法総則Ⅰ 担当教員名 羽田　さゆり

開講期間/開催日 後期 開講曜日・時間 金・16:45～18:15

受入人数 若干名 会場 土樋キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

　本講義は、「民法総則」と呼ばれる部分（民法典においては、第１編「総則」（１条～174条の2））の前半
部分（98条の2まで）を対象とする。
　民法総則は、「誰が」「何について」「一般的にどのようにして権利を得たり失ったりするか」に関して定
めている部分であり、民法のみならず法学一般の基礎をなす、非常に重要な規定群であるといえる。本
講義の範囲ではそのうち、人が自ら物を売り買いするという日常的な現象を法的に解きほぐすことに
よって、民法の基本的な思考方法を身に着けることをめざすこととなる。
　内容が抽象的なため、やや理解しづらいといわれる部分であるが、具体例を挙げるなどの工夫をして
できる限り分かりやすく講義する予定である。

　権利を得ることのできる存在（人・法人）に関するルールについて説明してから、財産取引の基本的な
しくみについて解説する。各回の講義予定は下記のとおりである。
【第１回 】０　講義に関する伝達事項　１　民法総則とは何か
【第２回 】２　権利能力　３　失踪宣告
【第３回 】４　意思能力　５　行為能力その１（未成年）
【第４回 】６　行為能力その２（成年後見制度）
【第５回 】７　行為能力その３（制限違反行為の効力）　８　行為能力に関する問題の解法
【第６回 】９　住所　10　法人その１（意義・内部関係・外部関係）
【第７回 】11　法人　その２（権利能力なき社団）　12　物
【第８回 】13　法律行為
【第９回 】14　消費者契約法その１（消費者法とは）　15　消費者契約法その２（不当条項規制）
【第１０回 】16　意思表示その１（構造・効力発生）　17　意思表示その２（心裡留保）
【第１１回 】18　意思表示その３（虚偽表示）
【第１２回 】19　意思表示その４（錯誤・基礎）
【第１３回 】20　意思表示その５（錯誤・発展） 21　意思表示その５（詐欺・強迫）
【第１４回 】22　意思表示に関する問題の解法
【第１５回 】23　消費者契約法その２（消費者取消権）　24　消費者保護に関する特別法

講義時に毎回、詳細なプリントを配布するので、テキストは指定しない。
参考文献としては、さしあたり以下を挙げておくが、受講者の目的に合わせた書籍の紹介も行うので、問
い合わせてほしい。
山野目章夫『民法概論1　民法総則〔第2版〕』（有斐閣、2022）ISBN978-4-641-13892-6
近時は法改正が頻繁であるため、なるべく新しい書籍を参照するようにすること。

　スライドを見ながらプリントに穴埋めをするスタイルで講義を行う。受講するにあたっては、プリントの提
供方法について相談していただきたい。
　また講義に出席する際には、その日に講義する予定の条文を読んで予習しておくとともに、復習とし
て、前の回との話のつながりを確認しておくことをお勧めする。プリントの「テーマ」と「まとめ」の部分が、
その講義の要約になっているので、前回の講義のその部分を読むと良いだろう。

民法は、誰もが生まれる前から死んだ後まで関わりを持つ、極めて身近な法律である。誰もが関わりう
る、日常のちょっとした揉め事の中には、しばしば、民法の知識が関わるものが含まれているのである。
この講義で学んだことを、ぜひ、暮らしの中で見聞きした事件にあてはめて考えてみるようにしてほし
い。そうすれば、きっと理解が深まることだろう。



  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 70

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科 法学部法律学科

授業科目名 家族法Ⅱ 担当教員名 遠藤　隆幸

開講期間 後期 開講曜日・時間 金・16：45～18：15

受入人数 若干名 会場 土樋キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

改訂状況を見て後日指定する。

特になし

「家族」はわれわれにとって極めて身近な存在であるが、それだけに自分の家族経験がバイアスとなり、
法的解決を考える際に、多様な視点をはぐくむ障害となることが少なくない。なるべくフラットな気持ちで
授業に臨み、多面的な議論を虚心に摂取してもらいたい。

この授業では、民法第四編「親族」のうち、親子・相続にする領域を講義する。本講義では近時社会問題
となっている、赤ちゃんポスト・児童福祉などのトピックにも可能な限り随時言及し、狭義の家族法にとど
まらない議論を展開したい。それにより、現在社会に生起している家族問題の一端に触れ、自分の家族
イメージを相対化する視点を養うことを目標とする。

第１回【親子法】序説―親子関係と法
第２回実親子法（１）嫡出親子関係の設定－嫡出推定制度
第３回実親子法（２）嫡出親子関係の切断－嫡出否認と親子関係不存在
第４回実親子法（３）非嫡出親子関係の設定―認知
第５回養子法（１）普通養子
第６回養子法（２）特別養子
第７回生殖補助医療の法的問題
第８回親権法（１）親権の意義と身上監護権
第９回親権法（２）財産管理権
第10回親権法（３）里親制度の法的問題、児童虐待とその対策
第11回【相続法】序説―相続の意義
第12回法定相続（１）相続人と相続分、相続の放棄と承認
第13回法定相続（２）相続財産、遺産分割
第14回遺言　遺言の方式、特定財産承継遺言
第15回遺留分・振り返りテストおよびその解説



  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 71

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科 法学部法律学科

授業科目名/講座名 法哲学Ⅱ 担当教員名 陶久利彦

開講期間/開催日 後期 開講曜日・時間 金・16時45分～18時15分

受入人数 制限なし 会場 土樋キャンパス

公開授業・公開講座の形
態（①～③から１つ選択し○を
つける）

①対面のみ

②または③の場合の具体
的なウェブ会議ツールの名
称等

授業の目標等

授業内容・計画

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

①法全体を改めて俯瞰し、そこで用いられている概念や構造そして思考の概要を説明できるようになる。
②法的主体としての個人がどのようにして他者との法的関係を取り結ぶのかを反省し、今後の人的関係構築に生かすことが
できる。
③法の在り方について根本的で包括的な説明ができるようになる。
④課題や小レポート作成を通じて、自分の考えを的確に表現できるようになる。

   4年間の法学学修を総括する意味で、法についての全体的で哲学的な検討を行う。人間存在の考察から始まり、人の脆弱
性に焦点を当てた上で、それをどのように克服していくのかを順にたどる。宗教、愛情、労働等の人間活動の諸側面を人の
脆弱性克服という視点から考察し、対人関係という共同性の中で法が持つ意義を考える。
　次に、共同体の中で必ず発生する紛争の諸相を確認し、その法的解決の特徴を考察する。最後に、法的ルールの諸特徴
を検討することから法理念へと視線を上昇させる。扱われるテーマは以下の通り。
１．人間とは？　2．諸々の脆弱性　3．脆弱性補正や克服のための方策
4．個人観念と他者の現れ　5．紛争発生要因とその背景　6．訴訟外紛争解決
7．訴訟　8．ルールによる紛争解決　9．法と道徳
10．法原理の機能　11．信頼関係　12．自由
13．平等　14．正義　15．生活世界と法

　適宜指示する。

　学部生には3年時までの配当科目特に実定法科目の履修を求めている。

　学部4年生対象科目故、上記「履修上の注意」をしてあるが、内容は高校生にも十分理解できる（、と思う）。関心と時間があ
れば、是非参加されたい。



  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 72

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科
情報学部データサイエン
ス学科

授業科目名/講座名
探究のウラにある科学的
思考

担当教員名
牧野悌也、村上弘志、土
原和子、菅原研

開講期間/開催日 7/1〜7/22 開講曜日・時間 土曜・14:00～15:30

受入人数 20名 会場
五橋キャンパス
未来の扉センター（予定）

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

現在さまざまな場面で探究する力が求められています。「探究」といってもやみくもに探ればよいというわ
けではありません。「仮説」を意識して探究すると、課題設定や情報収集がしやすくなります。この「仮説
を意識した考え方」が科学的思考です。
　探究のプロセスや結果を他人に理解し納得してもらうためには、科学的思考によりデータを正しく活用
し、より良い仮説を提案することが必要となります。
　本講座は、データに基づき物事を判断し、仮説を立て、科学的に思考することについてわかりやすく紹
介します。
第1回(7/1)　 身の回りのことを観察して仮説を導くプロセスについて紹介します。
第2回(7/8)　 データをもとに説得力のある仮説を立てるプロセスについて紹介します。
第3回(7/15)　仮説を論じるにはもっともらしさが大切です。「もっともらしさ」について考えます。
第4回(7/22)　わかりやすい具体例をもとに「科学的思考」を実践し、本講座を振り返ります。

参考書：科学的思考のススメ:「もしかして」からはじめよう  ( ISBN 9784623090280)
担当教員が著書である上記の本の内容を多く含んだ講座です。
資料も配布しますので、参考書がなくてもわかる内容です。		

関心のある回だけの受講も歓迎します。

「探究」と言っても、何から始めて何をどう考えれば良いか、実行するのはなかなか難しいことでしょう。
仮説を意識すると探究に活用できるようになります。この講座では、仮説をどのように立てるか、データ
をどのように活用するか、などを学ぶことができます。「科学」と言っても、難しい理屈や数式は出てきま
せん。科学的思考は身の回りの問題にも役立ちます。さまざまな例を交えてわかりやすくお話しします。

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

Zoom

仮説を意識した考え方である科学的思考について学び、「探究」に活用できるようになる。



  No．

 ※の欄は記入不要                                   科目No. 73

大学・短大名 東北学院大学 学部・学科
情報学部データサイエン
ス学科

授業科目名/講座名 自然の科学 担当教員名 村上弘志

開講期間/開催日 9/19〜1/16 開講曜日・時間 火曜・18:25～19:55

受入人数 若干名 会場

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

Google drive

動画とPDF資料を配信します。テキスト等は不要です。

関心のある回だけの受講も歓迎します。

文系理系両方を対象とした講義で数式などはほぼ使いません。宇宙のことを知るとともに、文系理系に
共通して必要となる論理的な考え方を身につけることが目標です。
オンデマンド形式で、開講曜日から5日間程度動画が公開されるのでその間はいつでも受講可能です。

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

・ 科学的な問題に対して論理的な考え方ができる。
・ 宇宙の時間的・空間的な広がりを知り、その中での人類の位置を考えることができる。

主に天文学についての講義です。これまでの研究成果を紹介しながら本当の宇宙の姿を実感するととも
に、その探求の歴史や解明の方法を知ります。また、観測や理論の発展などの実例を通して科学的な
考え方に触れます。
第1回　宇宙の歴史と現代天文学の謎
第2回　観測の歴史 I（宇宙観の変遷）
第3回　観測の歴史 II（波長の広がり）
第4回　天体の距離測定
第5回　星
第6回　星の輪廻と縮退星
第7回　ブラックホール
第8回　銀河と宇宙の階層構造
第9回　相対性理論の世界
第10回　銀河系の中心
第11回　太陽系天体
第12回　太陽
第13回　地球、月
第14回　宇宙の生命
第15回　まとめの解説


